
2022年 1月 2日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒476番（旧 266番） 

『いかなる恵みぞ』 

 

聖書⇒箴言 9:9~11節（MM姉） 

『知恵ある人に与えれば、彼は知恵を増す。神に従う人に知恵を与えれば、彼は説得力を増す。 

主を畏れることは知恵の初め／聖なる方を知ることは分別の初め。 

わたしによって、あなたの命の日々も／その年月も増す。』 

 

礼拝讃美歌⇒13番（旧 153番） 

『我が主よ星の輝く』 

 

聖書⇒ナホム 1:7節（TM兄） 

『主は恵み深く、苦しみの日には砦となり／主に身を寄せる者を御心に留められる。』 

聖書⇒ヨハネの手紙一 3:1節 

『御父がどれほどわたしたちを愛してくださるか、考えなさい。それは、わたしたちが神の子と呼ばれるほど

で、事実また、そのとおりです。…』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 135節（SK兄） 

『朝早くまだ暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈っておられた。』 

聖書⇒ヨハネによる福音書 8:28節 

『あなたたちについては、言うべきこと、裁くべきことがたくさんある。しかし、わたしをお遣わしになった

方は真実であり、わたしはその方から聞いたことを、世に向かって話している。』 

 

讃美歌⇒858番（旧 178番） 

『父なる神世を愛して』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23～26節（ＫＨ兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。



わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒マタイによる福音書 11:28~29:節（KH兄） 

『疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。わたしは柔和で謙遜な

者だから、わたしの軛を負い、わたしに学びなさい。そうすれば、あなたがたは安らぎを得られる。わたし

の軛は負いやすく、わたしの荷は軽いからである。」』 

 

礼拝讃美歌⇒434番（旧 129番） 

『疲れし人々』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 5:1~20節（SK兄） 

『一行は、湖の向こう岸にあるゲラサ人の地方に着いた。イエスが舟から上がられるとすぐに、汚れた霊に取

りつかれた人が墓場からやって来た。この人は墓場を住まいとしており、もはやだれも、鎖を用いてさえつな

ぎとめておくことはできなかった。これまでにも度々足枷や鎖で縛られたが、鎖は引きちぎり足枷は砕いてし

まい、だれも彼を縛っておくことはできなかったのである。彼は昼も夜も墓場や山で叫んだり、石で自分を打

ちたたいたりしていた。イエスを遠くから見ると、走り寄ってひれ伏し、大声で叫んだ。「いと高き神の子イ

エス、かまわないでくれ。後生だから、苦しめないでほしい。」イエスが、「汚れた霊、この人から出て行け」

と言われたからである。そこで、イエスが、「名は何というのか」とお尋ねになると、「名はレギオン。大勢だ

から」と言った。そして、自分たちをこの地方から追い出さないようにと、イエスにしきりに願った。ところ

で、その辺りの山で豚の大群がえさをあさっていた。汚れた霊どもはイエスに、「豚の中に送り込み、乗り移

らせてくれ」と願った。イエスがお許しになったので、汚れた霊どもは出て、豚の中に入った。すると、二千

匹ほどの豚の群れが崖を下って湖になだれ込み、湖の中で次々とおぼれ死んだ。豚飼いたちは逃げ出し、町や

村にこのことを知らせた。人々は何が起こったのかと見に来た。彼らはイエスのところに来ると、レギオンに

取りつかれていた人が服を着、正気になって座っているのを見て、恐ろしくなった。成り行きを見ていた人た

ちは、悪霊に取りつかれた人の身に起こったことと豚のことを人々に語った。そこで、人々はイエスにその地

方から出て行ってもらいたいと言いだした。イエスが舟に乗られると、悪霊に取りつかれていた人が、一緒に

行きたいと願った。イエスはそれを許さないで、こう言われた。「自分の家に帰りなさい。そして身内の人に、

主があなたを憐れみ、あなたにしてくださったことをことごとく知らせなさい。」その人は立ち去り、イエス

が自分にしてくださったことをことごとくデカポリス地方に言い広め始めた。人々は皆驚いた。』 



 

 

礼拝讃美歌⇒346番（旧 144番） 

『いざ褒め讃えよ』 

 

 

《建徳要旨》 
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